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日中対訳コーパスを用いた専門用語辞典の自動構築 
C0119082  神木 千澄 

1．はじめに 
 中国語を母国語する人が専門的な日本語を用い

て修学および就労している人数は、いずれも他言

語と比較して最も多い。しかし日中間での専門用

語辞典は非常に数が少ない。例えば IT辞典の場合、

CJKI（日中韓辭典研究所）から出版されとている

ものしか確認できなかった。また、収録語が和英

で 26万件に対し、日中では 6.8万件と数が落ちる

ため、IT 分野において確立された日中の対訳辞典

は存在しないと考えている。 

 そこで本研究では日本語と中国語の対訳論文を

用いて、対応づいた専門用語を獲得するシステム

を構築し、アプリケーションとして公開する。 

2．関連研究 

2.1 専門用語の抽出に関する研究 

 Shimohata[1]らは、隣接する単語のばらつき度

合いによる単語列のユニット性を測る手法を提案。 

2.2 専門用語の訳語推定に関する研究 

パラレルコーパスを用い、2 言語間で候補同士

の同時出現確率を計算し、その値が高いものを翻

訳対として抽出する手法が一般的に行われている。

Kupiec[2]の手法では、80〜90％の高い精度を達成

している。 

2.3 日中間における専門用語獲得の研究 

 Long ら[3]は、SVM を用いて専門用語対訳対の

同義・意義関係の判定を行う手法を提案し、約

90%の適合率を達成している。 

以上の知見を基に、本研究では日中対訳単語対

の獲得に上記の手法を組み合わせて解決を目指す。 

3．日中間対訳単語対の抽出システム 
 本研究のシステムの概要は右上の図 1の通りで

ある。まずコーパスから日本語と中国語をそれぞ

れ形態素解析し名詞句のみを抽出する。その後

2.1 の手法を用いて専門用語を抽出する。そして

2.2 及び 2.3 の手法を用いることで訳語推定を行

い、専門用語対を獲得する。 

                                                     

1 https://jipsti.jst.go.jp/aspec/ 

 
図 1．本研究で構築するシステムの概要図 

4．研究計画 
表 1 研究計画 

 8月 

9

月 10月 11月 12月 1月 2月 

アルゴリズムの作成        

アプリケーション化        

卒業論文作成        

卒業論文提出        

卒業論文最終発表        

5．進捗状況 
 現状、日中対訳単語対を獲得するシステムは完

成している。プログラムは Python3 言語を用い、

テキストデータセットは、アジア学術論文抜粋コ

ーパス1を用いた。今後はより高精度で高速に実

行できる手法がないか検討し改良をける。 

6．おわりに 
 日中対訳専門用語辞典の重要性、そのコーパス

に基づく自動生成手順の概要等について述べた。 
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